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研究成果の概要（和文）：空間移動と状態変化の言語表現における並行性について、通言語的に研究を行った。
以前に提案されていた類型論的枠組みを改訂し、移動の経路と状態の変化が文の主要部で表されているか、それ
以外で表されているかという区別に基づいて諸言語の表現の分析を行った。その結果、a)諸言語を通じて、状態
変化は文の主要部を用いて表現するケースが、空間移動よりも多い傾向がある；b)状態変化の種類によって主要
部（動詞）で表すかそれ以外で表すかが異なる傾向があり、一時的状態への変化の場合に前者が多いことが明ら
かになった。それらの成果は、移動に関しては現在編集中の英文書籍の中で、また状態変化に関しては日本語書
籍にまとめられる。

研究成果の概要（英文）：A crosslinguistic study of parallelism in the linguistic expressions of 
spatial motion and the change of state is conducted. A new typological framework is adopted to 
analyze the expressions of various languages, based on whether the path of motion and the change of 
state are expressed in the head of the sentence or elsewhere. The results suggest a) across 
languages, change of state tends to be expressed using the head of a sentence more often than 
spatial motion; b) the choice of the head or else varies much according to the types of the changes 
of state and that the use of the head is more common in the description of a change to a temporary 
state. The results are discussed in an English volume currently being edited regarding motion, and 
in a Japanese book regarding the change of state.

研究分野：言語学

キーワード： 言語類型論　状態変化表現　空間移動表現
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研究成果の学術的意義や社会的意義
空間移動の言語表現が状態変化やその他の言語表現の基礎になっているという主張は、言語研究の中で大きな役
割を果たしてきたが、その並行性についての通言語的、数量的な研究は行われてこなかった。今回の研究におい
て、空間移動と状態変化の表現に関する共通性と差異が明らかになったことで、両者の関係を問い直す必要があ
り、その点で学術的意義は大きい。また、この研究は言語教育に関しても意義が認められる。空間移動と状態変
化の表現をからめて導入するのが良いかどうかは、言語によるということになる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本プロジェクトは、諸言語における空間移動と状態変化を表す表現について、統一的な調査方

法に基づき通言語的研究を行うものである。移動と状態変化について言語表現上の共通性があ

るという主張はかねてからなされてきたが、その並行性についての検証は十分に行われてきた

とは言えない。たとえば、諸言語の移動を表す語彙と構文に関して類型論的な差異があることが

指摘されているが、状態変化の表現においても同様の差異が見られるかどうかについては、体系

的な研究が行われてこなかった。 

 

２．研究の目的 

そこで本プロジェクトでは、両者に関する統一的な調査を、14 の言語において行い、並行性

を検証することを目的とする。具体的には、各言語の移動表現において見られる類型論的な特徴

が、状態変化表現においても見られるかどうかを研究する。 

 

３．研究の方法 

空間移動に関してはすでに収集されたデータの分析によって研

究を進めた。状態変化については、今回、1から調査を行った。当

初は、1)移動と状態変化に関する体系的語彙項目・構文調査を行

い、さらに、2)特定の移動と状態変化を表現する構文に関して、

実験調査、さらには一部の言語でコーパス調査による数量的研究

を行う、としていた。ところが、コロナ禍の中にあって、フィー

ルド調査や実験調査が限定的にしか行えない状況が生じ、特に状

態変化については研究方法の変換を強いられた。最終的には、フ

ィールド調査における語彙項目・構文調査と、コーパス調査にお

ける数量的な調査によって研究を進めた。どちらの調査方法にお

いても、12 の状態変化についての調査行い、統一的な通言語的な

比較ができるようにした。12の状態変化とは、表1のものである。    

これらの状態変化を諸言語がどのように表現するかを調べ、それを空間移動と状態変化に共

通の類型論的枠組みによって分析した。その枠組みとは、移動、変化の表現の表現の中核になる

のが文の主要部（主動詞）か、それ以外かという対立に基づくものである。主要部（動詞）を用

いた表現とは、〈赤色化〉で言えば「顔を赤らめた」のような文であり、それ以外の位置を用い

た表現とは、「赤く塗った」のような表現である。 

 

４．研究成果 

 移動表現においても、経路が主要部で表されるか、それ以外で表されるかが類型論的に重要で

あることが示されたほか、各種の要因によって表現位置が変化することも明らかになった。 

状態変化については、2つの重要な点が明らかになった。一つは、状態変化においては、空間

移動よりも主要部（動詞）を用いる傾向がどの言語でも強いことである。これは、移動表現にお

いて主要部（動詞）以外の要素を用いる傾向が強い英語のような言語においても、状態変化にお

いては主要部（動詞）を用いる傾向が強いことに、はっきりと表れている。もう一つは、状態変

化の種類によって大きな違いがあることである。表 1 は日本語において、12 の状態変化の表現

〈死亡〉 

〈覚醒〉 

〈喜悦〉 

〈（物理的）拡大〉 

〈赤色化〉 

〈（物理的）破壊〉 

〈氷結〉 

〈温度上昇〉 

〈（ドアなどの）開放〉 

〈清潔化〉 

〈改善〉 

表 1 12 の状態変化 



位置をコーパスを用いて調べた結果である（主要部の使用を黒で示している）。 

 

図 1   12種類の変化を表す日本語表現における変化表示位置（松本・氏家 印刷中） 

 

どのような状態変化が動詞で表現される傾向があるのかについては、複数の言語において、一時

的な状態への移行は動詞が使われやすい傾向が見出された。 

 移動表現と空間移動表現の並行性に関しては、以前に主張されていたほど、普遍的に言えるこ

とではないと言える。イロカノ語のように空間移動については動詞連続構文が使われる一方、状

態変化についてはそれが使われないなど、まったく異なった表現を行う言語もある。その一方、

中国語の使役移動・使役状態変化表現のように、並行性の高い表現が行われる場合もある。移動

と状態変化の並行性に言語による相違があることは、空間移動の言語表現は、普遍的に状態変化

やその他の言語表現の基礎になっているという主張に疑問を投げかけるものである。 
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